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新発田市 平成 30 年度 第 10 回定例記者会見

１ 日 時 平成 31 年 1 月 8 日（火）午前 11 時～
２ 場 所 ヨリネスしばた 501 会議室
３ 内 容

○芝高書道パフォーマンス＆わくわく書道体験

○第１５回城下町しばた全国雑煮合戦

○とらい夢カップ ３
スリー

×
バイ

３
スリー

エンジョイバスケットボール大会

○「まちづくりドラフト会議 for
フォー

Youth
ユ ー ス

」最終プレゼンテーション

○移動市長室

○とらい夢 お試し教室男性限定シニア健活教室

○イクネスしばたハッピースマイル写真館

○青少年健全育成講演会

○市民囲碁大会

あいさつ

○明けましておめでとうございます。本年もよろしくご指導をお願いします。

雪の少ない穏やかな、そして健やかな正月をお迎えのことと思います。今

年は暖冬だと言われていましたので安心していましたが、正月早々、寒波

到来とのことで昨年の再来かと心配しました。ぜひ、あまり雪の多くない

年になればいいなと思っています。

○私は、毎年一つの言葉を胸に刻んで、市政にあたることにしています。今

年は平和の「和」、調和の「和」です。昨年は進化という意味で、「進
しん

」を

一つのキーワードにさせていただきました。今年は「和」ということであ

ります。

○昨年、市長選挙があり、おかげさまで三度市政を担当することになりまし

た。今年は統一地方選挙、国政では参議院選挙があります。もしかしたら、

衆議院選挙も考えられないわけではありませんので、今年は「選挙の年」

ということになります。

○選挙は否応なしに勝者と敗者を作ります。この特質は避けようがありませ

んが、選挙の勝敗へのこだわりによって、新発田市の発展が阻害されるこ

とがあってはならないわけでありますので、「和」の心が求められると思

っています。今年一年、「和」の旗印のもとに集い、10 万市民総出で新し
い時代を作っていきたいと考えています。
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○これまでは、「少子化対策」「産業振興」「教育の充実」の 3 つの柱で取り
組んできました。新しい時代では「超高齢社会」が否応なしに押し寄せて

きます。それに備える意味で「健康長寿」を新たな柱に加えて、4 本柱で
やっていきたいと考えています。

○今年 1 年かけて、「健康長寿アクティブプラン」を作成をして、赤ちゃん
からお年寄りまでが健康で、自分の住む地域で暮らし続けられるような新

発田を作りたいと思っています。

○記者の皆さんからは、一つでも多く記事に取り上げていただいて、新発田

を大いに発信していただければ、大変うれしく思います。

それでは、会見項目を説明いたします。

最初に、「芝高書道パフォーマンス＆わくわく書道体験」について

○1 月 27 月（日）に、新発田高校が主催する書道パフォーマンスイベント
が、ヨリネスしばたを会場として行われます。

○新発田高校書道部は部員数 34 名で、昨年、「書
しょ

の甲子園」として親しまれ

ている「第 27 回 国際高校生選抜書道展」に 4 名が入選したほか、「第 19
回 高校生国際美術展」で佳作に入るなど、数々の実績を残しています。

○書道パフォーマンスには平成 27 年度から取り組み、毎年、文化祭で発表
していると聞いています。

○当日は、1・2 年生 18 人が映画「書道ガールズ」さながらに、音楽に合わ
せて、たて 7 メートル、よこ 10 メートルにもおよぶ巨大な紙を前に、見
事なパフォーマンスを披露するとのことです。

○また、高校生による書道パフォーマンスのほかに、猪や犬など、さまざま

な動物の毛を使った筆で書道体験ができるワークショップも同時開催さ

れるとのことです。

○今回のイベントは地元の高校生が書道を通じて、少しでも多くの市民の皆

さんに、新年を迎えた気分を味わっていただきたいとの思いで、ヨリネス

しばたを会場として開催してくれるものであると思っています。
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○ 学校や家庭などでは、新春を迎えた思いを「書初
か き ぞ

め」として表現される

方もいるのではないでしょうか。今回は、ぜひ、ヨリネスしばたに足を

運んでいただき、いつもとは少し違うスタイルで書道に親しんでいただ

きたいと思っています。

次に「城下町しばた全国雑煮合戦」について

○新発田の冬の風物詩になりました。「城下町しばた全国雑煮合戦」がヨリ

ネスしばた及び周辺商店街を会場として開催されます。

○日本最大級の雑煮イベントであり、市内外においてもすっかり冬のイベン

トとして定着した新発田の雑煮合戦は、今年で 15 回目を迎えるとのこと
であります。

○今年は「開運もちまき」のほか、コンテストは、毎年女性対象でなくても

よいのではないかとの意見から、新たな試みとして、男性を対象とした「看

板 漢
おとこ

コンテスト」を開催します。

○また、「城下町クエスト」と題し、シャトルバス発着場である下町商店街

からヨリネスしばたの間をただ歩くだけでなく、途中にある商店に関する

クイズをスマートフォンで解き、楽しみながら会場に来てもらうなど、新

たな工夫を凝
こ

らしたとのことです。

○なお、すべてのクイズに回答いただいた方には、会場で餅とお菓子のセッ

トをプレゼントする予定です。

○今回は 3 連休の中日
な か び

である１月１３日（日）に行われます。ぜひ、多くの

皆さんにご来場いただき、新発田の冬の一大イベントが例年以上に盛大な

ものとなるよう期待しているところです。

次に、「とらい夢
む

３
スリー

×
バイ

３
スリー

エンジョイバスケットボール大会」について

○2 月 10 日（日）に、認定ＮＰＯ法人 新発田市総合型地域スポーツクラブ

「とらい夢
む

」が主催する 3 人制バスケットボールの大会が市内で初めて行
われます。
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○3 人制バスケットボールは、2020 年に開催される東京オリンピックの新種
目として採用された競技です。5 人制バスケットボールとは違い、ハーフ
コート上での試合となるため、テンポの良い試合展開がこの競技の一つの

魅力であると聞いています。

○バスケットボールについては、当市出身でプロバスケットボールチーム

「千葉ジェッツふなばし」に所属し、当市の首都圏サポーターズクラブで

も応援いただいている富樫
と が し

勇樹
ゆ う き

選手がおり、東京五輪での活躍も期待され

ています。

○また、かつて全国優勝を果たしたことがある中学校が市内にあるなど、市

民の皆さんにとっても、比較的なじみのあるスポーツなのではないかと思

います。

○3 人制バスケットボールが東京五輪で正式採用されたこの機会に、このよ
うな大会を開催することで、子どもから大人まで多くの皆さんにスポーツ

にふれるきっかけとしていただくとともに、当市におけるバスケットボー

ル人口のすそ野が広がっていくことを期待したいと思います。

次に、「まちづくりドラフト会議 for
フォー

Youth
ユ ー ス

最終プレゼンテーション」に

ついて

○市内の高校や大学に通う若者たちを対象に、今年度から実施している「ま

ちづくりドラフト会議 for
フォー

Youth
ユ ー ス

」。この取組の最終提案発表会を 2 月 4
日（月）に開催します。

○この取組は市内の学校で学ぶ学生たちに、彼らが日頃感じているまちの課

題について具体的な解決策を見出し、提案してもらうというものです。

○昨年２月に開催した移動市長室においても、前段の取組として「高校生が

考える新発田のまちづくり」をテーマに、市内高校４校の学生から提案を

受け、意見交換を行いました。これを今年度、事業化したものになります。

○学生たちがまちづくりに積極的に参加してもらうきっかけとするととも

に、有効な提案があった場合は市の事業に活かしていく予定です。

○昨年 12 月に行われた中間プレゼンテーションでは、各校独自の視点での
提案がなされ、そこでの意見交換を踏まえて、ブラッシュアップされたも

のが最終提案として今回発表されると聞いています。
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○2 月の最終プレゼンテーションには、私も参加する予定にしております。
当日は、学生たちから魅力ある提案があることを期待するとともに、ぜひ

多くの方々にもご覧いただき、新発田の若者たちの頼もしさを感じていた

だく機会にしてもらいたいと思っています。

次に、「移動市長室」について

○まちづくりについて、市民の皆さんの意見や提言を市長が直接伺い、市政

運営に役立てることを目的に「移動市長室」を開催します。

○3 期目初めての開催となる今回は、新発田食品工業団地で働く若者たちに
参加いただき、「新発田で働く若者から見たまちづくり」をテーマに、意

見交換をする予定にしています。

○具体的には、市内で働く若者が考える「魅力ある仕事づくり」について、

また、市が進める I ターンや U ターン、定住促進に向けた取組などを話題
として、「選んでもらえるまち しばた」にするにはどうしたらよいか、と

もに語り合いたいと考えています。

○同団地内の企業に勤める皆さんとは、これまでも、新発田食品工業団地コ

ンシェルジュ協議会を通じて、昨年 11 月に都内で開催された「にいがた
ハッピーライフ潟

がた

コン in 東京・六本木」に参加いただくなど、日頃から
当市の PR にも一役買っていただいています。

○そうした意味でも、行政とは異なる視点で、新発田のまちづくりに対する

率直な意見を聞かせていただけるのではないかと思っています。

○先ほどの「まちづくりドラフト会議 for
フォー

Youth
ユ ー ス

」と併せて、ぜひ、取材を

いただき、新発田の若者たちによる取組について、皆さんからも応援いた

だければと思っています。

このほかの情報としては、冬場の体力づくりに最適な「とらい夢 男性限

定 シニア健
けん

活
かつ

教室」があるほか、イクネスしばたを訪れたお子さんや家族

の写真を、オリジナルカレンダーとしてプレゼントする「ハッピースマイル

写真館」があります。

また、ラジオパーソナリティとして有名な遠藤
えんどう

麻里
ま り

さんを講師に迎える

「青少年健全育成講演会」や、毎年恒例の「市民囲碁大会」があります。

一つでも多く記事に取り上げていただき、新発田を盛り上げていただき

たいと思います。


